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圄

柏木博著

『道 具 の 政 治 学 』(1985年)

柏木博 については,す でに 『近代 日本産業デザインの思想』,『日用品のデザイン思想』

などの著書があ り,最 近のデザ イン評論の分野での活動は良 く知られているところである。

今回採 り上げた 「道具の政治学』は,1980年 以降に彼が種々の機関誌や雑誌に寄稿 したも

のを中心 に,数 点の新たな論文を加 えてまとめ られた ものである。それだけに今 日的なデ

ザイン状況にかかわる話題が取 り上げられてお り,彼 の歯切れの良い文章 とも相俊 って,

興味深い書 とな っている。

「ポス トモダニズムの政治学」,「道具の近代」,「広告都市」,「コラージュ都市生活」,

「消費の管理Jの5つ の大項目の下に,モ ダニズムとポス トモ ダニズムの関係,シ ステム

家具の 日本における展開と近代生活 とのかかわ り,イ メージ広告の登場やパルコの広告戦

略,現 代都市生活における諸状況,新 しい情報メディアやシステムと現代生活の関係など

の諸問題が論 じられている。これらは際立って現代の生活とデザ インにかかわった話題で

ある。 しか し著者にとっては,そ れ らはポス トモダニズム時代 と呼ばれるユ970年代後半以

降に特有のことではな く,近 代デザインとその背景を成すモダニズムの論理の当然の帰結

であ り,彼 は今 日的現象を通 して,む しろこのモダニズムの論理の作用構造をあばきたて

ようとしている。このことはなによりもまずポス トモダニズムに対する彼の考え方にうか

がえる。彼は,機 能,技 術,非 象徴性などにモダニズムの特徴 を,混 成性,意 識的精神分

裂病,遊 戯などにポス トモダニズムの特徴を見る一般的な捉え方を一応認めるが,し かし

この捉え方に基づ く両者の相違の尖鋭化が もっと本質的な問題をヴェールに包んでしまう

ことを指摘する。彼に言わせれば,モ ダニズムデザインをどう考え,ど のように批判する

にせ よ,な によりも見逃 しえないの は,「近代の市場経済における商品の論理」が常にデ

ザイン動向を支配 して きたという事実である。表面上の様相が どうであれ,こ の論理がい

かに働いてきたか,今 なお働 いているかを見つめ説 き明かす ことが本書 の主要な目的 と

一122一



なっている。

「近代の市場経済における商品の論理」は
,柏 木博がはじめてではなく,以 前から販売

主義,商 業主義という批判的雷葉の下で指摘 され批判されて きた。 しか しいつのまにかそ

の批判的論点が風化 してしまっている。ポス トモダニズムと呼ばれる現在,た とえば装飾

の復権が現象として認められる。その時機能主義か装飾主義かというようにデザイン上の

問題が単純化 されて しまう時 に,「商品の論理」による支配の事実は表面から隠されてし

まう。「モダンデザインが当時機能主義的な機能や技術 に依拠 したのも,大 量生産(消 費)

を前提 した商品を成 り立たせ るためであったにす ぎない。機能や技術その ものを目的化 し

て しまった ときです ら,そ うす ることが商品のあ り方 として合理的であったか らだ」

(p.10--11),他 方 「アールデコのような過剰 な装飾 もまた商品の流通 を促す消費へのモ

メ ントになりうるがゆえに合理的なものとして,モ ダンデザインの要素 になる」 とい うよ

うに,一 見対立 している問題 見えるが しかし両者ともに 「商品の論理」に矛循せず,こ

の論理の支配の事実は,批 判の対象とならず,む しろ両者の暗黙の基盤 になっている。だ

か らいたず らにポス トモダニズムについて騒 ぎ立てることは,モ ダニズムをも支配 してい

た論理 を強化するにすぎないというのである。

広告についても,「広告が持 っている機能 とは,わ た したちのさまざまな ミ欲望,(た と

えば生や性 に関する)を,最 終的にはもの(商 品)を 消費す ることへの欲望へ と変えて し

まうことにある。つ まり広告はわたしたちのあ らゆる欲望 を,市 場経済のシステムの もと

へ と位置づけ管理 してしまう装置として機能 しているのだ」(p.107)と 指摘 され,現 在の

日本におけるイメージ広告が問題にされる。それは,製 品が本来風俗 ・習慣,民 族などの

生活からの要請を反映するところにおのずと差異が生み出されるのに対 し,量 産され同質

化 された製品はもはやそのような差異 を持たなくなり,広 告自体が差異を作 り出す時に尖

鋭化する現象 と捉えられる。そこに 「あ らかじめわた したちの日常生活が存在 していて,

そこから出てくるさまざまな気分や思考 を広告が取 り込んでいくのではな く,あ らか じめ

広告表現が存在 し,し かる後にそのイメージを模倣 して 日常生活がつ くられるようになっ

て しまうのだ」(/:)と いう 「途方 もない逆転」が起こる。そ してこのことは 「物の消

費」でな く 「イメージの消費」,さ らに 「イメージ=情 報の消費」へ とつなが り,今 日の

現代的都市生活の特異な様相 に結びつ くのである。

このように著者 はす るどく現代生活 とデザインのかかわ りに潜む問題を明確 にあばきた

てて くれる。さらに彼が常に日本の近代生活やデザインの展開を見つめつづけている姿勢

に教えられる点が多い。 しか しではどうすればよいかは残された問題であ り,そ の積極的

提言と理論化がデザイン理論に課せられた課題であろう。(渡 辺 真)
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